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わたしの好きな景色
特  集

園内の床の隆起の立ち上がりにまたがり、手と足を

使って前進する姿。大きな窓からあたたかな陽の光

が差し込み、青空と緑の癒やし。

入口横のカウンターから見える、この２つのコラボレー

ションの景色がとても贅沢だと思っています。（保育士）

子どもたちがふと淋しくなって泣いている時、

園内の大きな窓から、大きな空に、夕焼けが映ったり、

雨や雪が見えたり、鳥が横切ったりするのが見えて、

ふと泣き止んで一緒にほっと一息つく瞬間が好きです。
（保育者）

園の受付から見える、床の隆起での子どもたちの関わり合い。

夕方、異年齢どうしでの活動時に、同じグループの友だちと

同じ動きをしてみたり、年上の友達の真似をして体を使ってみ

たり、成長や関係性が見える。
（コミュニティコーディネーター）

陽の光がたくさん入る全面ガラス張りの場所で、

レジャーシートの上で丸くなってお弁当*を食べている姿。
（保育士）

3 階の子育てひろばから見える、

お隣りの小学校の桜の木。

春が近づき桜が開花すると、利用者さんも

その存在に気づき「わぁきれい！」と声が

上がったり、しばらく眺める姿が見られます。

渋谷の真ん中の、小さなそして貴重な自然に

癒されます。（保育士）

日曜日の午後のアトリエ。

優しい光がふんわりと差し込んでいる

子どもたちは思いのままに絵の具を手に取り、

画用紙いっぱいに自由な世界を描いている

そのそばで、お父さんお母さんがそっと見守り、

床では赤ちゃんがはいはいをしている

言葉はなくとも、

そこにはあたたかい時間がゆっくりと流れ、

かけがえのないひとときに感じられる
（子育て支援スタッフ）

2 階のアトリエで、なにをしようか、と

親子で素材を眺めながらワクワク相談しているところ。

同じく2 階にあるプレイグラウンド、乳児エリア側の

大きな窓から、まちの風景（主に小学生）の姿が見える。

季節や成長を感じたり、

利用者さんと『この子もいつか小学生に～』と

将来に思いを馳せてみたりと思い出があります。
（子育て支援スタッフ）

お店の前のけやき広場で過ごす

こどもたちの姿。
（まちの本とサンドイッチ スタッフ）

夕方、保育室の窓の向こうに、

お迎えが来て帰っていく友達を見つけて、

思いきり手を振る子どもたちの背中。（保育士）

六本木でも緑がたくさんあるん

です！

・毎朝、六本木一丁目駅から

園に向かう道中、自然を感じら

れる景色。( 好きすぎてよく写真

を撮っています )10 年以上経っ

た今でも、朝から癒されます。

そして、桜や新緑、紅葉、雪を
感じられて木々にあたる朝日が気持ち良い。子どもたち

が作った巣箱にスズメがいるのも見られます。こげらの

庭にはおたまくじゃしもいます。カナヘビも！

・園の目の前の東京タワー。パワーをもらっている感じ

がします。

・園併設のカフェ、まちの本とサンドイッチのスタッフの

笑顔、その存在。

・本園のエントランス。朝日と木の温もり、植物たちに

癒されています。（給食スタッフ）

お店のキッチンから見える、ゆったりと楽しそうに

過ごしているお客さんたちの光景が最高です。
（co の食卓 スタッフ）

朝、園児がお家の庭から持ってきてくれた
ミモザの花。保育者が花瓶に入れた瞬間、
テーブルに光と影が写し出され、
うっとりしました。
植物と画材が並んでいる光景も、
まちの保育園ならではで、
素敵だな、美しいなと感じます。（保育士）

園の天窓。
天気がよく、風がふき、雲の流れがはやい日。
ふと見上げて
「保育園がくもにおそわれそう！」と大騒ぎ。
くもの流れを追いかけて、
さまざまな窓へ。
季節、天気、太陽、雨、風、雲を
めいっぱい味わう子どもたちの様子。（保育士）

夕方、

園の受付に差しこむ陽の光。
（コミュニティコーディネーター）

窓から差し込む日の光が

子どもたちを照らし、

背中から伸びる細長い形の影。

その子ども同士が見つめ合い、

思わず笑みがこぼれ、

照れてしまっているその表情。
（保育士）

夕方から夜にかけて、

3歳児の部屋から見える

渋谷の夜景。

「都会だなぁ」と感じます。
（保育士）

窓から入る朝日が

毎日とてもきれい !

子どもたちは、

透明のブロックに透ける光を

楽しんでいます。
（保育士）

朝一番のわかば（3歳児クラス）。

朝日が部屋に差し込んで出来た天然の

額縁が、子ども達の作品と重なる瞬間。

朝日の優しい光が、心まで温かくしてく

れます。早朝なので、まるで美術館の

ような静寂が心地良い、

好きな時間です。（保育士）

冬の朝、こどもたちの頬が
冷たくなるほどの澄んだ空気

屋上から見上げる青空に、何がきらりと光った
「あっ、ひこうき！」
人差し指で、遥か遠くに飛んでいるものを、
彼は指差し、目を輝かせた

あんなに、遠くを飛んでいるものが、
飛行機だってどうしてわかるのかな？

1歳のこどもの姿から、
人は、経験が繰り返されると違う映像でも
その物を認識できるのだと
1人の人の認知の成り立ちを、
目の当たりにした瞬間でした

屋上から見る、青い空を見るたびに、
発見を伝えたい気持ちに溢れた、
輝くような彼の表情を思い出します

今日も、こどもたちと見上げる空には
飛行機が青い空にすいこまれていくように、
小さくなっていきます
（保育士）

朝、早番で出勤した時だけ見られる、

3歳児クラスの窓から差し込む陽の光。

観葉植物が照らされ、床に木漏れ日が

映る景色がとても好きです。

先日、朝の時間にその空間で、5歳児

クラスの子どもが積み木を並べていて、

朝日に照らされていたのが

とても綺麗でした。（保育士）
広い空とまちの景色を一望できる屋上です。

走り回ったり、パーゴラに寝転んだり、

ビオトープを観察したり

それぞれがのびのび過ごしています。

先日はクラスみんなでパーゴラでお弁当*を食べ、

楽しいを分かち合う姿が素敵でした。（保育士）

雲ひとつない青空の日の屋上。
（保育士）

お腹空いたね。美味しそう。美味しかった。

カステラ食べたい。バナナケーキが美味しいんだよ。

レジ前にいると、そんな声が聞こえてきて楽しくなります。

レジ横に陳列された焼き菓子を、背伸びをしてなんとか

取ろうとする子どもの姿。

『出産してから子連れで初めての外食』に

緊張しつつ嬉しそうな、お母さんの顔。
（co の食卓 スタッフ）

各園・各施設の職員みんなが、

こどもの姿を楽しそうに

語っている姿が好きです。
（本部職員 / 本社部門）

こどもたちがアトリエ活動をしているとき、

新しい発見をして夢中であれこれ試している

ところを、嬉しそうに見守る保育者の横顔。
（本部職員 / 本社部門）

夕方お迎え時、園の玄関で靴を履いている園児の後ろ姿。

小さな背中だが、今日もやり切ったぞ！ と、一仕事終えたと
言わんばかりに主張しているような姿を見て、「帰ったらおう

ちの方との時間を満喫してね」という気持ちになります。

玄関の窓やドアの隙間から見える、夕陽やライトの灯りが

また良い感じです。（本部職員 / 本社部門）

親子の何気ない対話が

聞こえてくるところ。

「◯◯ちゃんが、なんだか

嬉しいと感じることって

なんだろうね？」などなど。

（アトリエリスタ）

28Fに位置するアトリエには大きな窓があります。

そこからふと、綺麗な空をみかけたとき。

開業当時の忙しなかったときでさえ、窓から外の景色を眺め

ていた時間があり、「社会人になってもこんな時間があるな

んてなんだかいいな」と感じたことを思い出します。

たくさんの方が利用してくださる現在では、窓に素敵な絵が

描かれているのを見つけたり、雨の日に、窓ガラスの雨粒を

キャッチするのに夢中なお子さんの姿に出会えたり、優しい

きもちをもらえるのもまた幸せです。
（アトリエリスタ）

閉館の30分ぐらい前、窓から見えた夕焼け。

お子さんが光っているところを指差し

「あそこは海が深い深いところにあるからあの色なんだよ」

と教えてもらった時の夕陽です。

（アトリエリスタ）

水色、空のいろ。
（保育士）

まちの保育園・こども園の信念は、

違いを大事にしながら、「わけない」こと。

おとなとこどもも、職員同士でも、
対話を大切に、日々の保育を考えています。

おなじ環境で過ごし、おなじ人と接していても、
そこから受け取るもの、感じ取ることは一人ひとり違います。

そこで、まちの保育園・こども園グループではたらく職員が、
どんな視点を持っているのか。
みんなの「園 ( 施設 ) のなかで好きな景色」を聞いてみました。

園庭から見える空の景色。

特に日中の青空と飛行機、

延長保育の時間に見える夜空。
（保育士）

2歳児クラス（れんげ組）の奥の空間。

陽の入り方がお部屋の奥まで届く冬。

空気の澄んだお天気のいい日のお昼寝の時間、

下ろしたスクロールカーテンにくっきりと現れる木の影。

子どもたちがコットに寝転ぶと、優しい風に揺られた

影に気付きます。影の揺らぎを通して、

お部屋が賑やかさから静寂になっていく時間。

子どもたちと一緒に見る、この光景が好きです。
（保育士）

「ぽかぽか」

昼食後、ゆったりとした雰囲気の中、

こどもたちのお気に入りの絵本を読みながら

過ごすひと時。あたたかい日差しが降りそそぎ、

こどもたちがまどろんでいる景色に

ほっとした気持ちになり、癒されます。（保育士）

保育室に全面ガラスの壁面があるのですが、

晴れている日に子どもたちが遊んでいるところに、

そこから陽の光が差し込み、

子どもの動きに合わせて光と影の姿が見えるところ。
（保育者）
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お弁当給食：レジャーシートを敷いて、お弁当（パンなどこぼさず食べられるもの）を
子どもたちと一緒に食べるちょっと特別な日。キッチンチームと連携して実施しています。
*

「一人ひとりの存在そのものを喜び、
  互いに育みあうコミュニティを創造する」



私たちの園や様々な場で、大切にされていることや文化、頻出する言葉たちを、辞典形式で
お届けするコーナー。 気になったところから、つまみ読みしていただきたい「読む辞典」として、
私たちの周りに「ねっこ」としてある言葉たちをご紹介します。 今回は、【た】からスタート。

③
ぶん

松本理寿輝

まちの保育園・こども園
まちの研究所 代表

まちのチームの読む辞典

まちのねのね

【
等
高
線
】

の
文
化
を
つ
く
る
物
語
り
」の
一
編
で
あ
り
、開
か
れ

た
対
話
と
あ
ら
ゆ
る
参
加
を
呼
び
込
む「
招
待
状
」と

も
な
り
ま
す
。ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
私
た
ち
の

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
の
中
心
に
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
想
い
が
あ
り
ま
し
て
、南
青
山
園
の
床
は
、

平
坦
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。保
育
室
の
図
面
を
み
る
と
、

等
高
線
が
入
っ
て
い
ま
す
。そ
の
起
伏
で
子
ど
も
た

ち
は
身
体
を
動
か
し
た
り
、リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
、何

か
の
実
験
を
し
た
り
。南
青
山
の
チ
ー
ム
の
み
ん
な

と
語
っ
て
い
る
の
は
、子
ど
も
た
ち
の
身
体
感
覚
に

目
を
見
張
る
変
化
を
感
じ
る
こ
と
。建
築
家
・
津
川

恵
理
さ
ん
と
の
場
づ
く
り
も
、楽
し
く
良
い
経
験
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
の
保
育
園
・
こ
ど
も
園
各
園
に
常
駐
。本
当
に

頼
も
し
い
存
在
で
す
。そ
し
て
ま
た
一
人
ひ
と
り
が

と
て
も
個
性
的
。園
に
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
。

2024

年
９
月
に
ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
た
め
の

学
校
を
伊
藤
穰
一
さ
ん
や
仲
間
た
ち
と
開
校
し
ま

し
た
。ニ
ュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
は
私
た
ち
グ
ル
ー

プ
と
し
て
大
事
に
し
て
い
き
た
い
こ
と
で
す
。私
た

ち
の
実
践
領
域
の
大
切
な
挑
戦
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
ね
ん
ど
】

子
ど
も
た
ち
の
表
現
言
語
の
一
つ
と
し
て
、仲
良
く

な
っ
て
い
る
ね
ん
ど
。ま
ち
の
保
育
園
・
こ
ど
も
園

で
は
陶
芸
用
の
土
粘
土
を
使
っ
て
い
ま
す
。

【
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
タ
イ
ム
】

保
育
者
の
た
め
の
研
究
や
対
話
の
時
間
。こ
の
時
間

は
保
育
的
に
も
、働
き
方
改
革
的
に
も
、保
育
者
の

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
的
に
も
大
事
だ
と
、組
織
で
こ
の

時
間
の
充
実
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

【
パ
ー
ラ
ー
江
古
田
】

【
花
見
、雨
だ
け
ど
ね
】

春
、子
ど
も
た
ち
は
お
花
見
の
予
定
を
立
て
る
。

で
も
、そ
の
日
は
雨
だ
っ
た
。「
じ
ゃ
ぁ
、カ
ッ
パ
着
て
観

に
行
こ
う
か
」と
保
育
者
。「
い
い
ね
ぇ
！
」と
子
ど
も

た
ち
。あ
る
日
、代
々
木
公
園
の
園
で
見
か
け
た
姿
。

【
畑
】

六
本
木
園
で
の
は
な
し
。む
か
し
、大
き
な
ま
ち
の

開
発
前
の
未
利
用
地
を「
畑
」と
し
て
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

と
耕
し
て
い
ま
し
た
。子
ど
も
が
存
分
に
関
わ
れ
る

庭
。「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
」と
し
て
保
護
者
や
地

域
の
皆
さ
ん
と
毎
週
の
よ
う
に
集
ま
っ
て
創
っ
て
い

き
ま
し
た
。パ
ー
マ
カ
ル
チ
ャ
ー
的
な
考
え
を
大
都

心
で
や
っ
て
み
た
り
、地
域
の
お
祭
り
を
そ
こ
で

開
催
し
た
り
。今
は
、そ
の
開
発
は
完
了
し
て
、

素
敵
な
エ
リ
ア
、麻
布
台
ヒ
ル
ズ
に
。そ
し
て
、

森
ビ
ル
さ
ん
と
一
緒
に
、ま
た
、麻
布
台
ヒ
ル
ズ
で
も
、

「FAM
IRY G

REEN
 

ア
ト
リ
エ
」と
い
う
企
画
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
れ
も
楽
し
み
で
す
。

【
は
な
さ
か
す
保
育
園
】

TB
S

テ
レ
ビ
、博
報
堂
、博
報
堂D

Y

メ
デ
ィ
ア
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
が
設
置
さ
れ
た
企
業
主
導
型
保
育
所
。

ま
ち
の
研
究
所
が
運
営
し
て
い
ま
す
が
、今
年
で

８
年
目
に
な
り
ま
す
。赤
坂
の
ま
ち
ぐ
る
み
、会
社

ぐ
る
み
の
園
づ
く
り
を
、地
道
に
ご
一
緒
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
の
が
嬉
し
い
で
す
。

【
ビ
オ
ト
ー
プ
】

biotope

process

に
読
ん
で
、こ
の
世
界
に
入
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

【
百
の
言
葉
】

レ
ッ
ジ
ョ・エ
ミ
リ
ア
の
哲
学
。僕
は
、「
こ
ど
も
た
ち

の
百
の
言
葉
」展
で
取
り
あ
げ
ら
れ
た
、ロ
ー
リ
スマ
ラ

グ
ッ
ツ
イ
の
詩（『
で
も
、百
は
あ
る
』）を
学
生
の
と
き

代
々
木
上
原
園
の
屋
上
に
造
ら
れ
た
ビ
オ
ト
ー
プ
。

そ
こ
に
、や
が
て
ト
ン
ボ
が
や
っ
て
き
て
、つ
が
い
が

卵
を
産
み
、や
ご
に
な
り
…
自
然
好
き
な
保
育
者

た
ち
が
、い
ろ
い
ろ
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
想
い
を

持
っ
て
造
っ
た
ビ
オ
ト
ー
プ
は
、子
ど
も
た
ち
の

お
気
に
入
り
の
場
に
な
っ
て
い
る
。

【
ブ
ル
ー
チ
ー
ズ
の
パ
ン
】

ま
ち
の
パ
ー
ラ
ー
の
パン
。こ
れ
は
、ワ
イ
ン
に
合
い
ま
す
。

【
ボ
ー
ダ
ー
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
ス
展
】

【
僕
た
ち
は
う
み
の
研
究
者
な
ん
だ
！
】

吉
祥
寺
園
の
子
ど
も
た
ち
が
１
年
か
け
て「
海
」

を
探
究
し
て
い
た
。卒
園
の
会
の
と
き
に
、ま
っ
す

ぐ
な
目
で
、自
信
い
っ
ぱ
い
に
発
し
て
い
た
言
葉
に

胸
を
打
た
れ
ま
し
た
。

【　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

    

内
の「
レ
ン
ズ
」】

世
田
谷
の
廃
校
を
活
用
し
た「H

O
M
E
/W
O
R
K 

VILLAG
E

」と
い
う
場
が
こ
の
４
月
に
オ
ー
プ
ン
。

こ
の
中
で
私
た
ち
は
子
ど
も
の
場
を
つ
く
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。４
歳
〜
小
学
生
の
た
め
の
場
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、「
レ
ン
ズ
」と
名
付
け
て
み
ま
し
た
。

【
変
化
】

代
々
木
公
園
の
園
の
テ
ー
マ
で
あ
り
、全
体
で
も
、

大
事
に
し
て
い
る
感
覚
。ゆ
ら
ぎ
を
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に

捉
え
る
。変
化
を
楽
し
む
領
域
と
、変
化
し
な
い

こ
と
に
こ
だ
わ
る
領
域
と
。

【
プ
ロ
セ
ス
】

結
果
の
出
来
栄
え
よ
り
も
、プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
が

お
も
し
ろ
い
し
、大
事
。

ストレスを乗りこなし、
主体性を育む

脳科学

さまざまな節目の時期でもある春。気持ちも体調も揺らぎやすくなりがちです。
こどもと接するうえでも、大人に余白を残しておくことの大事さを感じます。
自分のケアもままならず、忙しい日々を過ごすわたしたち。少しでも心地よく
暮らしていけるようなヒントを、脳科学の視点から青砥瑞人さんに伺いました。

お話／青砥 瑞人さん
応用神経科学者
株式会社DAncing Einstein代表

このお話は、まちのこども園 代々木上原にて講演をいただ

いた内容から、紙面の都合上一部抜粋してお届けをしてお

ります。青砥さん、どうもありがとうございました！

青砥 瑞人(あおと・みずと)●1985年、東京都出身。高校を中退後、カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）神経科学学部を飛び級で卒業。最先端の

神経科学の理論を応用して、教育現場や企業における人の成長やWell-beingのヒントを与えることを目的に2014年、DAncing Einsteinを創設。AI技術も駆使

し、NeuroEdTech®/NeuroHRTech®という新分野も開拓。主な著書に『HAPPY STRESSストレスがあなたの脳を進化させる』（SBクリエイティブ）など。

Q.こども時代をもう一度過ごすことができるとしたら、
  どのように過ごしてみたいですか？

A.たくさん、ムダなことをしていたいです。

Q.大事にしてる言葉は？

A.“人それぞれの言葉 ”。

Q.好きな言葉を教えてください！

A.たのしむ、おもしろがる。

松本さんに
聞いて

みました

【
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
】

子
ど
も
の
学
び
・
育
ち
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
え
る
化
し

た
保
育
の
記
録
で
す
。し
か
し
、そ
れ
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
同
時
に
、「
園

docum
entation

nurse

【
ニュ
ー
ロ
ダ
イ
バ
ー
シ
ティ・ス
ク
ー
ル・イ
ン 

東
京
】

N
eurodiversity School In Tokyo / N

SIT

【
対
話
】
た
い
わ

と
う
こ
う
せ
ん

【
西
参
道
】

日
本
将
棋
連
盟
さ
ん
が
運
営
し
て
い
る「
駒
テ
ラ
ス

西
参
道
」（
渋
谷
区
）。ま
ち
づ
く
り
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ

づ
く
り
で
ご
一
緒
し
て
い
ま
す
。

に
し
さ
ん
ど
う

は
な
み
、あ
め
だ
け
ど
ね

ぼ
く
た
ち
は
う
み
の
け
ん
き
ゅ
う
し
ゃ
な
ん
だ
！

は
た
け

へ
ん
か

【
た
の
さ
ん
】

【
地
域
と
の
共
創
、加
賀
市
。】

ち
い
き
と
の
き
ょ
う
そ
う
、か
が
し
。

【
つ
く
る
と
、リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
】

【
ナ
ー
ス
】

か
つ
て
、小
竹
向
原
園
で
ど
の
よ
う
な
ぬ
い
ぐ
る
み

を
子
ど
も
た
ち
に
手
渡
し
た
い
か
、み
ん
な
で
対
話

し
か
た
ち
に
し
て
み
ま
し
た
。保
護
者
に
も
参
加

い
た
だ
き
縫
い
物
も
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
と

共
に
、自
分
た
ち
も
つ
く
り
手
の
感
覚
を
常
に
持

っ
て
い
た
い
。

【
ぬ
い
ぐ
る
み
の
発
明
】

園
の
子
ど
も
が
ア
ト
リ
エ
で
言
っ
て
い
た
言
葉
。

non
tim
e

contact

parlor
ekoda

私
た
ち
の
園
車
。「
ま
ち
の
号
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

愛
嬌
の
あ
る
、水
色
の
ス
バ
ル
の
軽
バ
ン
。運
搬
や
急

な
対
応
の
と
き
に
小
回
り
が
効
い
て
よ
い
で
す
。ク
ー

ラ
ー
を
つ
け
て
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
と
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト

し
て
し
ま
う
可
愛
い
や
つ
。だ
か
ら
、人
に
エ
ア
コ
ン

を
あ
ま
り
使
わ
な
く
さ
せ
る
よ
う
な
エ
コ
カ
ー
。

【
デ
ィ
ア
ス・
ク
ラ
シ
ッ
ク
】

dias
classic

は
な
さ
か
す
ほ
い
く
え
ん

ぬ
い
ぐ
る
み
の
は
つ
め
い

ひ
ゃ
く
の
こ
と
ば

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の「co

し
ぶ
や
」で
、家
庭
や

地
域
の
方
に
施
設
や
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
づ
く
り
の
企
画
運

営
に
参
加
い
た
だ
き
、共
にco

し
ぶ
や
を
つ
く
っ
て
い

た
だ
い
て
い
る
倶
楽
部
活
動
的
な
、ゆ
る
や
か
な
集

ま
り
。支
え
る
側
と
支
え
ら
れ
る
側
を「
わ
け
な
い
」

考
え
か
ら
。な
ん
だ
か
い
つ
も
楽
し
そ
う
で
す
。

と
も
こ 

く
ら
ぶ

【　

  　
　
　
　
く
ら
ぶ
】

t
o
m
o
c
o

松本さんに聞いてみたいこと募集中

読者の方（職員の方も大歓迎）からの質問を募集しています。
些細なことでも大丈夫です。どしどしお寄せください！
●前回お寄せいただいたみなさん、どうもありがとうございました！

いわゆる「錯視」を利用した図ですね。見たことのある方
も多いかもしれません。このように、我々は目で見た情報
をそのまま受け取っているように思いがちですが、実際に
は脳が自動的に補正・解釈をしていて、結果として「違っ
て見えてしまう」ことがあります。つまり、「見えている世界」
は、脳が作り上げた認識の世界だとも言えるんです。そし
てこの「脳の解釈」は、我々が日常で感じている「ストレス」
とも深く関わっています。

みなさんは「ストレス」と聞いて、どんな印象を持ち
ますか？  多くの人は、「しんどい」「できれば避けたい」
と思うのではないでしょうか。でも実は、ストレスは
生物にとって極めて重要なサイン。変化や異常を知ら
せ、行動を促すための大切な仕組みなんです。また、
時には我々のパフォーマンスを高めてくれる効果も
あります。だから、「ストレス＝悪」と決めつけるの
ではなく、うまく付き合っていく視点が必要です。

我々の脳には、ACC（前部帯状皮質）という部位が
あります。ここは、エラーや違和感をキャッチするセンサー
のような役割を果たしていて、「おかしいな」「何か変だな」
と気づくために重要な働きをしています。この ACC の
おかげで、我々は危険を察知し、生き延びてこられたとも
いえるのですが、現代のように情報が多すぎる社会では、

ネガティブな情報にばかり反応してしまうことがあります。
これを「ネガティビティ・バイアス」と呼びます。

この偏りが強く働くと、物質的には満たされているはずな
のに、精神的には疲れてしまうという状態になりやすいの
です。だからこそ、脳の特徴を踏まえた上で、どのように
向き合うと良いかと考えることがとても大切になってきます。

 “幸せを記憶として定着させる力”を育てるために大切に
なるのが、「アクティブハピネススキル」だと考えています。
これは、自分の中にある小さなハッピーに気づき、それを
丁寧に味わい、意識して記憶に刻むための習慣やスキル
のことです。たとえば、

ちょっとした「ありがとう」を言葉にすること。

誰かのやさしさに気づくこと。

「今日よかったこと」を日記に書くこと。

そんな小さな行動が、実は脳のウェルビーイング回路を育
ててくれるのです。とくに子どもと関わる場面では、ちょっ
とした「好奇心」や「ワクワク」を大切にすることも大きな
ポイントになります。まわりの大人が小さな喜びを味わいな
がら過ごしていると、その姿を見て子どもも自然とまねし、
同じような感覚を育んでいくことが期待できます。「これって
おもしろいかも」「もっと知りたい」と前向きに世界に働き
かけようとする反応は、まさに脳が活性化しているサイン。

実はこの「知りたい！やってみたい！」という気持ちが
生まれているとき、ドーパミンと呼ばれる神経伝達物質が
合成され、学びや記憶の定着も進みやすくなっています。

私たちがみている世界は、
脳が作り上げたもの？

「気づく力」を支える脳の働き

長さが同じ、2つの直線。

では、そのウェルビーイングとは、そもそもどんな状
態を指すのでしょうか？ 嬉しいことがあった瞬間、我々
は「ハッピー！」と感じます。でも、そのハッピーな

ストレスへの気づきとともに大切なのが、「どこに
意識を向けるか」ということ。脳は、よく使う回路
がどんどん強化されていく性質があるため、ポジ
ティブなものに目を向ける習慣を持てると、脳の
反応も前向きに変化していきます。これは無理に
ポジティブになろうとすることではなく、「小さな喜
びや感謝に気づく」「うれしかったことを言葉にす
る」といった、シンプルな意識の向け方で十分で
す。そしてこうした積み重ねが、「ウェルビーイング」
を育む上でもとても重要となります。

気持ちは永遠に持続するわけではなく、次第に薄れていきま
すよね。「ハッピー」はあくまで、一時的に起こる「反応」
なのです。それに対して、ウェルビーイングとは、ただ一時
的に幸せを感じるのではなく、その幸せな感情や体験を、
脳に記憶として定着させ、自分の一部として持ち続けられる
状態のこと。たとえば、「あのとき、本当にうれしかったな」
と思い出すだけで、また少し心が温かくなるような、そんな
状態のことを指します。ただし、ウェルビーイングな記憶も
自動的には作られません。意識的にポジティブなことに

注意を向け、最初はおぼろげな記憶を繰り返し引き出す
ことで、脳は「幸せを感じやすい回路」を育てていきます。

こうした経験は、脳に記憶として蓄積されていきます。
興味深いのは、記憶はただ思い出すための情報ではなく、
「自分らしさ」や「世界の見え方」にまで影響を与えると
いうことです。たとえば、「つらかったけれど、自分で乗り
越えられた」という体験は、その人の強さやしなやかさの
土台になっていきます。記憶は、我々の感情や思考の
“クセ ”をつくり、未来の選択にも影響してくるのです。

ただし、こうした記憶は自然と定着するものではなく、
意識的に振り返り、自分の中に取り込もうとする姿勢が
あってこそ、深く根づいていきます。ストレスを感じたとき、
「自分はいまどんな状態なのか？」を丁寧に観察し、適切
に対処する。このプロセスを何度も経験することで、脳は
「うまく乗り越える」ための回路を強化していきます。

「記憶」は、ただの記録ではなく
「自分の一部」になる

鍵となる「アクティブハピネススキル」

「幸せな子を育てるのではなく、どんな境遇に置かれても
幸せになれる子を育てたい。」これは、上皇后・美智子さま
のお言葉で、僕自身がとても大切にしている考えです。

大人になってから新しいことを始めると、よく聞かれることが
あります。「それって何の意味があるの？」「ゴールや目的は？」
と。たしかに、目的を持って行動することは大切です。でも、
たとえば公園で夢中になって砂を掘っている子どもに、
「それ意味あるの？」なんて聞いたりしませんよね？ 一見、
意味のないような行動でも、ドーパミンを合成するための
神経回路を使い、そして育んでいます。この過程にはとても
意味があります。それだけでなく、その何気ない無目的な
行動から、新しい発見などにも繋がり、さらなる好奇心を
刺激する可能性だってあります。k おどもも大人も同じです。
まずは目的など気にせず、好奇心ベースで行動し、経験

ていく中で、自分にとって必要なゴールや目的設定をして
いくことが重要です。経験していると、後から自分にとっ
て必要な目的や意味が見えてくる。むしろそのほうが、
納得感や持続性のある目標になることが多いのです。

あるときはブレーキをかけずに一緒に楽しんでみましょう。
怒りや指示ではなく、共に探求する姿勢が、こどもたちの
好奇心とウェルビーイングを大きく育ててくれるはずです。
好奇心は、何かを知りたい・やってみたいという自然な
衝動です。しかし、それを感じる力は環境によって引き
出されます。逆に、閉じてしまうこともあります。
現在、広告や SNS、動画などで、常にアテンション（注意）
の奪い合いが起きています。より強い刺激を求め続ける
ことで、感度が鈍り、「ちょっとした好奇心」では満足でき
なくなってしまう危険もあります。だからこそ、自分でフィ
ルターをかけて、何を取り入れるかを選び取ることが重要
です。そして、静かに自分の内側と向き合う時間を持つ
ことが大切です。禅や瞑想は、まさにそのための練習です。
こうした「内側への気づき」を日々意識していくことで、
脳の可塑性（変化・適応する力）を活かし、自然と
好奇心を引き出しやすい状態に変わっていきます。

日々の関わりの中で、子どもが安心して「やってみよう」
と思える場を整え、目的に縛られず自由に試し、感じ、考え
る時間を保障すること。それが、どんな時代にも柔軟に
生き抜く力を育むことにつながるのではないでしょうか。

「やる気」は、やるからこそ育つ

子どもたちに寄り添う大人として意識したいのは「心理的
安全性」です。「無目的な探索」も、心理的安全性が保
たれていなければ発動しません。安心して「やってみたい」
と思える空気があってこそ、冒険できるものなのです。失敗
しても受け止めてもらえる、思ったことを口にしても否定
されない。そうした信頼や受容の感覚があってこそ、
こどもたちは思いきり好奇心を広げることができます。
また、大人になると、すでに多くのことを「知っている」ため、
無意識のうちに物事を型にはめて見てしまいがちです。しか
し、たとえば初めて筆を手にする子どもは、「どう使って
いいか分からない」時間を持ちます。その「最初の出会い」
の時間こそが、探索的な好奇心を育むためにとても重要
なのです。「これはこう使うもの」と教えたくなる気持ちを
少し脇に置き、びっくりするようなことが起きても、余裕が

心理的安全性が好奇心を引き出す

【
探
究　
　

】

動
画
やAI

な
ど「
わ
か
り
や
す
い
」情
報
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
容
易
に
な
っ
て
い
ま
す
ね
。そ
れ
が
、ず
い

ぶ
ん
私
た
ち
の
思
考
や
ア
イ
デ
ア
や
日
常
の
様
々

な
こ
と
を
支
え
て
も
い
る
な
と
思
い
ま
す
し
、私

も
い
ろ
い
ろ
と
使
っ
て
い
ま
す
。そ
の
中
、ど
れ
だ

け
考
え
て
も
や
っ
ぱ
り
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
、段
々

わ
か
っ
て
い
く
こ
と
と
の
時
間
も
大
事
に
し
た
い

な
と
思
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
対
話
」は
、

園
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
で
す
。人
ど
う
し
、

そ
し
て
、あ
ら
ゆ
る
事
物
や
場
と
の
対
話
。何
か

を
わ
か
ち
合
っ
た
り
、わ
か
ら
な
い
こ
と
に
誰
か
と

一
緒
に
向
き
合
っ
た
り
。複
雑
で
豊
か
な
自
然
や
、

じ
ん
わ
り
と
響
い
て
い
く
文
化
に
耳
を
澄
ま
し
て

み
た
り
。子
ど
も
た
ち
の
姿
を
理
解
す
る
た
め
に

も
よ
く「
対
話
」が
さ
れ
ま
す
。そ
の
時
は
、園
の

職
員
ど
う
し
の
み
な
ら
ず
、家
庭
や
地
域
・
社
会

の
人
に
も
参
加
い
た
だ
く
と
、対
話
が
深
ま
る
な

と
実
感
し
て
い
ま
す
。小
竹
向
原
園
が
開
催
し
て

い
る
移
動
型
の「
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
対
話
」は

一
般
の
方
に
も
開
か
れ
て
い
る
の
が
お
も
し
ろ
い
。

こ
ど
も
同
士
も
よ
く「
対
話
」し
て
い
ま
す
。

小
竹
向
原
園
の
近
く
に
あ
る
、八
百
屋
さ
ん
兼

お
惣
菜
や
さ
ん
。野
菜
そ
の
も
の
の
味
が
生
か
さ
れ

て
い
る
シ
ン
プ
ル
な
お
惣
菜
が
本
当
に
美
味
し
い
。

フ
ラ
イ
系
も
し
っ
か
り
あ
り
、

お
弁
当
を
た
ま
に
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。焼
き
芋
は
も
は
や

小
竹
町
の
名
物
級
。

地
域
と
の
共
創
は
、と
て
も
学
び
が
深
く
有
り
難
い

時
間
で
す
。石
川
県
の
加
賀
市
と
私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

で
協
定
を
結
び
、共
に
保
育
や
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
探
究
を
協
働
す
る
保
育
者
の
た
め

のAI

を
チ
ー
ム
で
実
験
し
て
い
ま
す
。人
類
の
叡
智

と
の
対
話
な
感
じ
で
興
味
深
い
で
す
が
、人
間
が
や

る
べ
き
こ
と
、や
り
た
い
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま

す
ね
。で
も
こ
れ
は
使
い
方
次
第
。可
能
性
を
感
じ

て
い
ま
す
。

た
ん
き
ゅ
う

え
ー
あ
い

A
I

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
講
座
、ド
キ
ュ
メ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、JIR

E
A

の
活
動（
展
覧
会
や
研
修
の

共
同
開
催
な
ど
）、様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
一
緒

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

と
う
き
ょ
う
だ
い
が
く

せ
で
っ
ぷ

【
東
京
大
学　
　
　
　

】

C
E
D
E
P

H

W
O
R
K
V
I
L
L
A
G
E

O
M
E
／

。
【
鳥
博
士
】

六
本
木
園
の
あ
る
東
京
・
港
区
の
大
都
会
に
も
様
々

な
種
類
の
鳥
が
い
る
ん
で
す
ね
。六
本
木
園
は
森

ビ
ル
さ
ん
の
建
物（
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ
）の
中
に
あ
り
、

鳥
博
士
は
、こ
ど
も
た
ち
が
鳥
へ
の
興
味
が
芽
生
え

た
と
き
に
森
ビ
ル
さ
ん
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
き
、そ

れ
か
ら　

年
以
上
ご
一
緒
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方

で
す
。園
の
付
近
に
も
７
種
類
の
鳥
が
い
る
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
っ
た
り
、ご
厚
意
で
ア
ー
ク
ヒ
ル
ズ

に
巣
箱
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
、な
ん
と
そ
の
巣

箱
で
子
育
て
が
始
ま
り
…
と
い
っ
た
具
合
に
都
市

部
で
の
鳥
の
探
究
は
子
ど
も
た
ち
の
み
な
ら
ず
、大
人

も
心
動
か
さ
れ
る
た
く
さ
ん
の
物
語
を
起
こ
し
て

く
れ
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の「
鳥
の
研
究
」は

代
々
継
承
さ
れ
て
い
て
、も
う　

年
を
越
え
て
き
ま

し
た
。鳥
博
士
に
い
つ
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

と
り
は
か
せ

10

10

江
古
田
に
あ
る
パ
ン
屋
。店
主
原
田
さ
ん
と
の
出
会

い
か
ら
、2010

年
頃
、「
ま
ち
の
パ
ー
ラ
ー
」と「
ま
ち

の
保
育
園
」が
一
緒
に
あ
る
構
想
が
育
て
ら
れ
た
。

2011

年
、忘
れ
も
し
な
い
震
災
で
、ス
タ
ー
ト
が
遅
れ

た
り
大
変
な
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、な
ん
と
か
か

ん
と
か
、開
店
か
ら　

年
が
経
つ
。こ
れ
か
ら
も
大
事

に
こ
の
構
想
を
育
て
て
行
き
た
い
。

15

レ
ッ
ジ
ョ・エ
ミ
リ
ア
が
世
界
７
カ
国　

都
市
で
開
催

し
た
、デ
ジ
タ
ル
と
自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
国
際
展

覧
会
。MoM

A

で
も
開
催
さ
れ
ア
ー
ト
領
域
か
ら

も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。JIREA

で
企
画
し
日
本
で

は
東
京（
イ
タ
リ
ア
文
化
会
館
、ポ
ー
ラ
青
山
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
）、加
賀
、軽
井
沢
、奈
良
を
巡
回
。ア
ト
リ

エ
が
あ
り
、関
わ
り
な
が
ら
展
覧
会
を
経
験
す
る
。

各
地
で
子
ど
も
た
ち
も
た
く
さ
ん
来
て
く
れ
ま
し

た
。ア
ト
リ
エ
の
構
成
や
デ
ジ
タ
ル
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

に
つ
い
て
と
て
も
学
び
が
深
か
っ
た
。 19

ス
ト
レ
ス
＝
悪
者
、で
は
な
い
？

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
育
む
た
め
に

つまり自分自身の状態に気づく力を育て、それに合ったストレ
ス対処法を学び、繰り返すことで、脳は  ストレスとうまく付き
合うモード   へと切り替わっていくのです。そうなれば、同じ
環境にいても、見える世界が変わる。脳の働き方が変わる
ことで、我々が「世界をどう感じるか」も変わりうるのです。

“

”

では、どうやって自分のストレスと向き合えばいいのか？
ここで登場するのが、「サリエンスネットワーク（SN）」と
呼ばれる脳のメカニズムです。これは、自分の内側の
変化　　たとえばストレスを感じたときに「いま、ちょっと
しんどいかも」と気づくためのしくみです。この「気づく力」
が高い人ほど、小さなストレスを早めにキャッチしてケア
することができます。一方で、ストレスに気づきにくい人は、
知らないうちにためこんでしまい、その結果、うつなどの
不調につながりやすい傾向があります。

たち

つ

なぬ に

てと

ひ

ね

のは

ふほ へ



ボーダークロッシングス

展覧会図録

ー行き来する、その先へー

2025.3.30 刊行（中央法規）

子どものためのデザイン Forbes JAPAN
2025年6月号

2025.2月 刊行（グラフィック社） 2025.4.24 刊行（リンクタイズ）

グラフィック社編集部　編
鉃矢悦朗　解説 「NEXT 100」に弊社松本を選出

いただきました。
6月12日（木）～6月22日（日）（月曜休館）

平日・休日：10時～17時（最終入場16:30）

なら歴史芸術文化村
（〒632-0032 奈良県天理市杣之内町４３７－３）

一般1,000円、学生・未就学児 無料

JIREA（Japan Institute for Reggio Emilia Alliance）

一般社団法人 ORIECC（Organization for Research

発達保育実践政策学センター（CEDEP）

Reggio Chi ldren

みりおらーれ、なら歴史芸術文化村

株式会社スマートエデュケーション/KitS

東京大学大学院教育学研究科附属

会期：

開室時間：

会場：

資料代：

主催：

共催：

協賛：

協力：

監修：

2025年1月よりスタートした、レッジョ・エミリア・

アプローチによる「子どもと自然とデジタルの出会

い」をテーマとしたアトリエ併設型の国際展覧会。

好評につき奈良県での追加開催が決定しました！

on International Education and Care for Children）

次回開催：5月24日（土）

港区麻布台地域における、こども・子育て家庭

のための居場所づくり、つながりや賑わい創出

のため、新プロジェクト「FAMILY GREEN アト

リエ」が森ビル株式会社と協働で麻布台ヒルズ

を拠点に始まりました。今後、月1回を目安に開

催していきます。お近くの方はぜひ遊びに来てい

ただけると嬉しいです！

2025年4月より、まちの保育園 小竹向原にて

一時保育（一時預かり）事業を開始しました。

対象：完了食が食べられる、

生後1歳の誕生日翌月1日～就学前まで

の健康で集団生活が可能なお子さん

「ボーダークロッシングス展」
  奈良への巡回決定！

「FAMILY GREEN アトリエ」
 麻布台ヒルズでスタート

一時保育(預かり)事業
小竹向原園にて開始しました
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発行日／2025年 5月15日　発行元／ナチュラルスマイルジャパン株式会社、まちの研究所株式会社　企画・編集／まちの保育園・こども園、まちの研究所 広報部　カバー写真／植原美咲（まちの保育園 南青山）　写真／大畑陽子、まちの保育園・こども園 職員 ほか　 誌面デザイン／大和桂子

あとがき

「まちのね」第三号、ここまでお読み

いただきありがとうございました。

まちの保育園・こども園、まちの研究

所ではたらく「人」にフォーカスした

特集「わたしの好きな景色」。それ

ぞれの目にうつる・心に留まる風景

を通して、少しでも人となりや体温

が伝わる誌面になっていたら嬉しい

です。

回を重ねるごとに文字数が増えて

いる気がする本誌、文字が小さくて

読みづら～いなど、どんなご意見で

もお気軽にお寄せいただけると励み

になります。また、「まちのね」をうち

に置いてもいいよ！という方がもし

いらしたら、ぜひご連絡ください。

今回もご協力いただいたみなさま、

ありがとうございました！

本誌に関するお問い合わせ： ����������������� ��

� ����

� � � ����� � ��

c oしぶや
リゾナーレ大阪

掲載

まちの保育園・
こども園まちの研究所

HP

Instagram

HP

note

����� 関連書籍/掲載情報イベントのお知らせ

まちの保育園グループでは、「まちのこども園 

代々木上原」でも一時保育を実施しております。

（対象：渋谷区内にお住まいの生後5ヶ月～）

●


